
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川和小っていいな 

副校長 島田正樹 

 川和小に赴任して３年目となります。１年目は始業式、入学式が行われた後、すぐに自宅学習になって

しまいました。学校再開後も分散登校、午前中授業と教育活動が様々な制限を受けました。２年目は、

徐々に、正常な教育活動が戻ってきたものの、プール活動や４年生と５年生の宿泊行事が中止になってし

まいました。３年目の今年は、当たり前の毎日が送れることを切に願います。先日行われた授業参観、懇

談会に多数ご参加いただきありがとうございました。３年ぶりに保護者の方が実際に学校に来られての授

業参観でした。子どもたちはもちろんのこと、教員も久しぶりの、また、初の「対面での授業参観」でさ

ぞかし緊張したのではないかと思います。 

 さて、最近「川和小っていいな」と感じるエピソードがあったので３つ紹介します。 

 1つ目は消毒ボランティアさんの募集の件です。お便りでもお知らせしましたが、月曜日から木曜日の

１５時４０分くらいから、数名の消毒ボランティアさんが校舎内の階段の手すりや流し場などの消毒作業

をしてくださっています。３月で卒業された方もいらして、「月曜日と水曜日の人数が不足しています。」

と募集したところ、すぐに応募があり、毎日４名の方が登録してくださいました。本当にありがとうござ

いました。人数は多いほうが助かりますので、やってみようという方がいらっしゃいましたら、大歓迎で

す。学校までお知らせください。 

 ２つ目は校外委員さんの件です。先日地域の方から、下校途中の子どもたちが砂利道で砂利を蹴って危

ない、車にも傷がつくというお電話をいただきました。それぞれの学級で指導し、児童支援専任も下校時

に見回りをしましたが、同時に PTA本部役員の方にもご相談しました。すると、すぐにその場所に行って

くださり、しばらくの間、校外委員さん中心に下校時見守り活動をしていただくことになりました。心よ

り感謝いたします。 

 ３つ目は子どもたちについてです。２週間ほど前、下校時に職員室の外扉をたたく音がしました。開け

ると二人の男の子が「北門が閉まっています。開けてください。」と言うのです。確か北門は開けたはず、

業者の人が気を利かして閉めてしまったのかと、急いで北門に行くと２０名ほどの子どもたちがいまし

た。「早く開けてよ。」と文句の一つも言われるかと覚悟して行ったのですが、門を開けると、文句を言う

どころか、口々に大きな声で「ありがとうございます。」と言って下校していきました。その声を聞いて川

和小の子どもたちの素直さや優しさを改めて実感し、川和小の職員でいることを心底嬉しく思いました。 

 新型コロナウイルス感染症は、報道によると年代別では１０歳未満および１０代の感染者の割合が増え

ています。マスクの用意、毎朝の検温、帰宅後のうがい、手洗いなど、引き続き、ご家庭でも健康管理に

ご協力をお願いいたします。各ご家庭、地域の皆様との連携のもと当たり前の教育活動が継続できるよ

う、子どもたちの笑顔を絶やさぬよう、川和小の全教職員は一丸となって取り組んでいきます。 
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横浜市立川和小学校 

川和小学校 教育目標  ～ふれあおう まなびあおう かがやこう～ 

川和中ブロック教育目標 ～かかわり合い わかり合い わかち合い～ 


